
【下表下段：市の記号説明】
 ▷全国平均との比較（左側：桃色地・枠 　　）　ー：同程度 　△：下回っている
 ▷県平均との比較　（右側：白地・黒枠　　 ）　ー：同程度 　▲：下回っている　※ 同程度とは 0.4% 以内の開き

平成 28 年度全国学力・学習状況調査結果

１ 学力調査（正答率）　　

※本調査は、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面を示すものです。

  小学校（第６学年）

国　語 算　数
Ａ（知識） Ｂ（活用） Ａ（知識） Ｂ（活用）

全　国 72.9% 57.8% 77.6% 47.2%
県 72.6% 56.9% 77.6% 46.2%
市 △ ▲ △ ▲ ー ー △ ▲

  中学校（第３学年）

市は、すべての教科区分で、全国・県平均を下回ってい
ます。領域別では、国語は『書くこと』、『読むこと』に、
数学は『関数』、『資料の活用』にそれぞれ大きな課題が
ありました。

市は、算数Ａが全国・県平均と同程度で、そのほかは全国・
県平均を下回っています。領域別では、国語は『書くこと』
が、算数は『数と計算』がそれぞれ全国・県平均を上回っ
ていますが、算数は『数量関係』に大きな課題がありました。

２ 質問紙（生活・意識）調査　　

■全国・県との比較で良好だった項目
▷朝食を毎日食べている
▷毎日同じくらいの時刻に起きている
▷将来の夢や目標を持っている
■全国・県との比較で課題があった項目
▷地域社会でボランティア活動に参加していない
▷学校の規則を守っていない
▷自分には良いところがあると思っていない
▷家庭（塾を含む）での勉強時間が少ない

【生徒の家庭（塾を含む）での勉強時間別割合】

■全国・県との比較で良好だった項目
▷家の手伝いをしている
▷地域の行事に参加している
▷授業で分からないことは、その場で先生に聞いている
■全国・県との比較で課題があった項目
▷朝食を毎日食べていない
▷毎日の就寝・起床時刻が決まっていない
▷自分には良いところがあると思っていない
▷家庭（塾を含む）での勉強時間が少ない

【児童の家庭（塾を含む）での勉強時間別割合】

■分かる授業の展開（学校）
▷電子黒板などのＩＣＴ機器を利活用した授業を行う
▷課題とされる活用力を高める授業を行う
■家庭学習の習慣化（家庭・学校）
▷家庭での生活習慣を確立させるよう家庭との連携を深

める
▷授業と結びつけた効果的な家庭学習を推進する

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

４月 19 日に実施された平成 28 年度全国学力・学習状況調査の結果が、文部科学省から公表されました。
調査内容と市の調査結果の概要は次のとおりです。なお、調査結果については、市内の各小・中学校で分析し、
課題を明らかにして具体的な対応策を考え、全職員の共通理解のもとで実践に移しています。

■学年・教科など
▷小学校（第６学年）：国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ、質問紙（生活・意識）
▷中学校（第３学年）：国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂ、質問紙（生活・意識）
■設問内容（A と B の違い）
▷Ａ（知識）：身に付けておかなければ、あとの学年で影響を及ぼす内容、 実生活において不可欠である知識・技能など
▷Ｂ（活用）：知識・技能などを実生活で活用する力、 課題解決のための構想を立てて実践し、評価・改善する力など

調査内容

調査結果

３ 今後も市として力を入れていくこと　　

平　日 土・日曜日
２時間以上 １時間未満 ２時間以上 １時間未満

全　国 34.2％ 32.1％ 40.1％ 32.0％
県 25.8％ 37.3％ 34.1％ 32.7％
市 18.2％ 50.3％ 23.8％ 45.3％

平　日 土・日曜日
２時間以上 １時間未満 ２時間以上 １時間未満

全　国 25.5％ 37.4％ 24.2％ 43.1％
県 21.8％ 39.3％ 22.7％ 43.5％
市 15.1％ 48.8％ 15.7％ 52.4％

● 問合先　学校教育課学校教育係 (　 ☎㉓３１８５)

国　語 数　学
Ａ（知識） Ｂ（活用） Ａ（知識） Ｂ（活用）

全　国 75.6% 66.5% 62.2% 44.1%
県 74.7% 64.7% 59.3% 41.0%
市 △ ▲ △ ▲ △ ▲ △ ▲

■規範意識の向上（家庭・学校・地域）
▷周囲の人に大切にされ、認められているという実感を

持たせる
▷具体的な目標や将来のことを考えさせる
■自己有用感を高める取り組みの推進

（家庭・学校・地域）
▷成功体験を多く経験させることで自信をつけさせる
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●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
腰
岳
と
黒
曜
石
シ
リ
ー
ズ
⑨

腰
岳
を
見
直
す

 -

腰
岳
産
黒
曜
石
の
一
時
貯
蔵
場
所
？-

　
市
内
に
は
、
腰
岳
の
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石

に
関
係
す
る
遺
跡
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
黒
曜

石
の
原
石
や
、
石
器
を
作
り
出

す
前
の
原
石
に
近
い
状
態
の
も

の
が
、
数
多
く
ま
と
ま
っ
て
い

る
遺
構
（
集
積
遺
構
）
が
確
認

さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
午う

ま

戻
も
ど
し

遺
跡
（
大
坪
町
）
は
、

縄
文
時
代
後
期
（
約
４
０
０
０

年
前
～
３
０
０
０
年
前
）
の
遺

跡
で
、
腰
岳
か
ら
約
３
・
５
㌔

離
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
遺
跡
で

確
認
さ
れ
た
集
積
遺
構
で
は
、

39
点
の
黒
曜
石
の
塊
が
出
土

し
、
総
重
量
は
約
７
㌔
あ
り
ま

し
た
。
石
材
（
黒
曜
石
）
の
擦

れ
た
状
態
や
形
状
な
ど
か
ら
、

こ
れ
ら
の
黒
曜
石
は
、
腰
岳
の

黒
曜
石
原
石
の
採
取
場
所
で
一

定
の
大
き
さ
に
整
え
ら
れ
、
袋

状
の
入
れ
物
に
入
れ
て
運
搬
さ

れ
、
こ
の
場
所
に
集
め
ら
れ
た

と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　
集
積
遺
構
は
、
石
材
が
石
材

生
産
地
（
腰
岳
）
か
ら
ど
の
よ

う
に
採
取
・
集
積
さ
れ
、
さ
ら

に
石
材
と
し
て
、
各
地
に
ど
の

よ
う
に
運
ば
れ
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と

し
て
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

　
わ
た
し
も
あ
な
た
も
大
切
な
存
在

ー 

人
を
思
い
や
る
心
を
育
て
ま
し
ょ
う 

ー

　『
自
己
肯
定
感
』
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
自

己
肯
定
感
と
は
、『
自
分
は
大
切
な

存
在
で
、
周
囲
か
ら
必
要
と
さ
れ

て
い
る
』
と
い
う
よ
う
に
、
自
分

で
自
分
の
存
在
意
義
を
認
め
る
こ

と
で
す
。
自
己
肯
定
感
が
あ
る
と
、

自
分
の
言
動
に
自
信
が
あ
る
の
で

何
事
に
も
挑
戦
し
た
り
、
心
に
余

裕
が
あ
る
の
で
誰
に
で
も
優
し
く

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
間

関
係
が
良
好
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
内
閣
府
の
『
我
が
国

と
諸
外
国
の
若
者
の
意
識
に
関
す

る
調
査
』（
平
成
25
年
度
）
で
、『
私

は
、
自
分
自
身
に
満
足
し
て
い
る
』

と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、
ア
メ

リ
カ
が
86
・
０
㌫
、
イ
ギ
リ
ス
が

83
・
１
㌫
、
日
本
が
45
・
８
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
自
己

を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
人
の
割

合
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
に
よ
る
と
、
乳
幼

時
期
は
『
十
分
な
自
己
の
発
揮
と

他
者
の
受
容
に
よ
る
自
己
肯
定
感

の
獲
得
』
が
、
小
学
校
高
学
年

は
『
自
己
肯
定
感
の
育
成
』
が
重

視
す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
己
肯
定
感
は
、

０
～
６
歳
で
土
台
形
成
さ
れ
る
た

め
、
こ
の
期
間
の
親
の
接
し
方
が

大
き
く
影
響
す
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
と
接
す
る
と
き
は
、「
あ

な
た
が
大
好
き
。
あ
な
た
が
い
る

か
ら
幸
せ
」
と
い
う
気
持
ち
を

し
っ
か
り
伝
え
、
子
ど
も
の
「
自

分
は
愛
さ
れ
て
い
る
。
必
要
な
人

間
だ
」
と
い
う
自
己
肯
定
感
を
育

て
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
自
分
も

大
切
、
他
の
人
も
大
切
と
い
う
人

を
思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

午戻遺跡で確認した集積遺構

　
11
月
11
日
、
市
で
初
め
て
と
な

る
伊
西
地
区
高
校
生
市
議
会
が
市

議
会
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
公
職
選
挙
法
の
改

正
で
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
伊

西
地
区
の
高
校
に
通
う
生
徒
に
、

政
治
や
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
伊
万
里
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

伊
西
地
区
高
校
生
市
議
会
が
開
催

高
校
生
の
視
点
で
市
政
の
課
題
な
ど
を
議
論

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
の
高
校
６

校
か
ら
各
代
表
４
人
が
議
員
と
な

り
、
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
を

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
や
災
害
時
の
福
祉
避

難
所
の
整
備
と
い
っ
た
市
の
課
題

に
対
す
る
提
案
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
も
の
。
各
質
問
に
対
し
、
塚
部

芳
和
市
長
や
森
　
哲
也
教
育
長
な

ど
執
行
部
は
、
実
現
の
可
能
性
や

↑壇上から質問する伊万里農林高校の生徒

考
え
方
に
つ
い
て
、
通
常
の
市
議

会
さ
な
が
ら
に
、
一
つ
一
つ
真
剣

に
答
弁
し
ま
し
た
。
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